様式第２－１号

三河港コンテナ物流トライアル助成事業実施報告書

申請者（会社名）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

１．トライアル輸送の概要
（１）これまでに三河港を利用したことはありますか？（※該当する方に✓を付けてください。）
□ ある
□ ない

（２）申請事業は下記のいずれかに該当しますか？（※該当する方に✓を付けてください。）
　　　　 □ 荷主にとって新たな貨物の輸移出入
　　　　 □ 荷主にとって新たな仕向港又は仕出港との輸移出入

（３）三河港利用による効果について
見込まれる効果について、次の項目の中から該当する項目の全てに✓を付けてください。
□ モーダルシフトによる環境負荷低減や物流効率化
□ 既存ルート変更によるコスト・リードタイム削減などの物流効率化
□ 生産拠点移管や物流拠点分散化に伴う物流効率化
□ 貨物量増加など、三河港利用により物流面の改善効果の発現が見込まれる事業
□ 事業継続計画（ＢＣＰ）に基づく生産拠点移管や物流拠点分散化による事業継続性の確保
□ ※その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）


２．トライアル輸送の貨物について
（１）貨物情報
※本件に関連し、貴社内での具体的な計画など、裏付けとなる資料等があれば、添付してください。
	利用形態
（該当する□に✓）
	□輸出　・　□移出　・　□輸入　・　□移入　

	品目・用途
	品目：
用途：
例）品目：プラスチック容器　用途：製品輸送用の梱包材

	危険物コンテナ
（※1）
	□危険物コンテナではない　　□危険物コンテナである

	貨物量
	年間　　　　　　　　　ＴＥＵ

	特記事項
	


　（※１）危険物コンテナとは、危険物を収納して輸送または貯蔵するためのコンテナであり、消防法、IMDGコード等の関係法令に基づき、その構造、表示及び安全性が規定されたもの。
３．トライアル輸送の詳細について
（１）トライアル輸送実施回数（上限３回）
	トライアル輸送実施回数
	　　　　　　回／３回



（２）これまで利用していたルートもしくは比較検討ルート
　※本件に関連し、貴社内での具体的な計画など、裏付けとなる資料等があれば、添付してください。
	利用ルート
	※これまで利用してきたルートや比較検討ルートを記入してください。
輸送ルートをシフトする場合：これまで利用していたルート
今回、新たに三河港を利用する場合：三河港以外に比較検討した他港利用のルート

　　　　　　⇒　　　　　　⇒　　　　　　⇒　　　　　　⇒

	【輸出入の場合】
貿易条件
（ＣＩＦ，ＦＯＢ等）
	

	利用船社
	

	貨物量
	年間合計　　　　　　　　　　　　　　　　ＴＥＵ

	特記事項
	



（３）トライアル輸送の実績について　
※複数回実施の場合、それぞれ記入してください。
	第１回トライアル輸送

	実施時期
	　　　　　　　　　　　　　　　月頃

	輸送先
	港名：

	利用ルート
	トライアルの輸送ルートについて、仕出地から仕向地まで記入してください。
輸出：仕出地（バンニング場所）→三河港（＋積替港）→海外仕向港
→仕向地（デバンニング場所）
輸入：仕出地（バンニング場所）→海外仕出港（＋積替港）→三河港
→仕向地（デバンニング場所）

　　　　　　⇒　　　　　　⇒　　　　　　⇒　　　　　　⇒


	【輸出入の場合】
貿易条件
	（ＣＩＦ，ＦＯＢ等を記入）


	利用船社
	

	輸送量
	　　　　　　　ＴＥＵ（内訳：４０Ｆ　　　　　本　＋　２０Ｆ　　　　　本）

	特記事項
	




	第２回トライアル輸送

	実施時期
	　　　　　　　　　　　　　　　月頃

	輸送先
	港名：

	利用ルート
	
　　　　　　⇒　　　　　　⇒　　　　　　⇒　　　　　　⇒


	【輸出入の場合】
貿易条件
	（ＣＩＦ，ＦＯＢ等を記入）


	利用船社
	

	輸送量
	　　　　　　　ＴＥＵ（内訳：４０Ｆ　　　　　本　＋　２０Ｆ　　　　　本）

	特記事項
	





	第３回トライアル輸送

	実施時期
	　　　　　　　　　　　　　　　月頃

	輸送先
	港名：

	利用ルート
	
　　　　　　⇒　　　　　　⇒　　　　　　⇒　　　　　　⇒


	【輸出入の場合】
貿易条件
	（ＣＩＦ，ＦＯＢ等を記入）


	利用船社
	

	輸送量
	　　　　　　　ＴＥＵ（内訳：４０Ｆ　　　　　本　＋　２０Ｆ　　　　　本）

	特記事項
	









４．三河港利用の実現性について
トライアル終了後、三河港利用の実現可能性について、ご記入ください。
また、実現の時期（目安）を記入してください。
	実現可能性
（該当する項目✓）
	□　今後、三河港を利用する可能性は多いにある
□　物流の決定権がある担当部署や取引先等と調整できれば、利用する可能性はある
□　実現に向けては、改めて検討や調整が必要であり、現時点では分からない
□　不定期だが緊急時等に利用する可能性は大いにある
□　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	実現の時期
（目安）
	　　　　　　　　　　　　　　　月頃

	貨物量
	年間合計　　　　　　　　　　　　　　　　ＴＥＵ（見込み）

	課題・特記
事項など
	※現時点で想定されるトライアル事業実現化の課題（クリアすべき問題点、調整事項など）




添付書類
１．支出実績報告書（様式第２－２号）
２．輸出：船荷証券（Ｂ／Ｌ）写し　　輸入：到着案内（Ａ／Ｎ）写し
移出入：コンテナ番号、コンテナサイズ、入出港日、揚げ積み港などが記載された、トライアル
輸送の実績がわかる書類
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